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対象校 主な指導内容 回数（人数） 成果・効果 課題

「学力向上授業改善研究指定校」
１期・９校

・主体的・対話的で深い学びの授業づくりや若年教員の育成に関わる重点指導を
行う。研究指定校をバックアップするための指導訪問を行う。

9校×24回＝216回（2名） ◇これまで授業研究などは各校の独自
の計画に任され，県外講師等招聘によ
る授業公開（研究）が年間数回ある程
度であったものが，年間を通じ10回以
上，指導主事が継続的に授業指導に入
り，授業改善を進めることができてい
る。
◇同じ指導主事に継続的に指導を受け
ることにより，学校全体が一つの方
向・理論を持ち，授業研究をすること
ができ，また，個々の教員や学校の授
業力の向上の状況についての評価もで
きるようになった。
◇国語・数学の中学校教科会に毎月入
ることにより，教材分析から授業実施，
そして，事後研究と一連の授業づくり
についてのＰＤＣＡサイクルを回すこ
とができ，教科会の討議内容の質の向
上や教員個々の授業力の向上につな
がっている。
◇10月１日付けで県教委指導主事３名
が推進室に加わったことにより，定期
的に教科会への指導・助言を行うこと
ができている。直接，教員に指導を行
うことで授業改善につながっており，
要請も増えた。

◆訪問指導対象校や対象教科以外から
の指導要請が増加している状況にある。
特に，小学校では，指定校の計画的な
指導要請に加え，指定校以外からの要
請，市としての学力課題解決に向けた
要支援訪問等が増加しているが，現在
の国語・算数の２名体制では十分に対
応できない状況にある。また，英語に
関する指導要請が増加してきているが，
これは，現在，学校教育課指導主事１
名と県教委小中学校課兼指導主事１名
という体制では十分に学校の要請に応
えることができない状況である。さら
に，中学校のタテ持ちを行う教科や小
学校からも更に多くの訪問指導の要請
が上がってきている。

【新たな訪問指導要請】

①小学校15校の学力課題解決に向けた

要支援訪問（年間30回）

②英語：中学校教科会16校（月２回）

及び小学校の外国語の授業要請

③タテ持ち校からの数学や国語等の教

科会への要請（できれば毎週）

「授業づくり講座」 ４校
齊藤一弥学力向上総括専門官

・算数の授業力向上を研究する小学校を対象に教材研究や授業研究を進めるため
の訪問指導を行う。

※拠点校のうち１校「主体的・対話的で深い学びの研究指定校」
・教材分析・授業公開・事後研究を１サイクルとする。

4校×3回×4講座＝48回
＋2全体会 計50回（2名）

「学校図書館を活用した『読み』
を鍛える拠点校指定」 ２校

・読みの力を育成する授業づくりについての研究や授業研究を進めるための訪問
指導を行う。

・読解力を鍛える読み物資料の有効な活用等について指導・助言を行う。

2校×24回＝48回（2名）

中
学
校

「中学校教科のタテ持ち」 16校 ・教科会の充実を図るなど教員同士が教え合い，切磋琢磨するシステムを構築し，
また，それぞれの授業力を高めるための学校訪問指導を行う。

継続校10校×15回＝150回
新規校6校×20回＝120回

270回（2名）

「授業づくり講座」 ３校
齊藤一弥学力向上総括専門官

・数学の授業力向上を研究する中学校の数学教科会を対象に教材研究や授業研究
を進めるための訪問指導を行う。

・県内の数学授業づくり講座（集合研修）を県の指導主事とともに開催する。※
市内の数学教員の参加を必須とする。

3校×3回×4講座＝36回
＋2全体会 計38回（2名）

「学校図書館を活用した『読み』
を鍛える拠点校指定」 １校

・読みの力を育成する授業づくりについての研究や授業研究を進めるための訪問
指導を行う。

・読解力を鍛える読み物資料の有効な活用等について指導・助言を行う。

1校×24回＝33回（2名）
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対象校 主な指導内容 回数（人数）

継続「学力向上授業改善研究指定
校」 ２期・９校

・組織的な授業研究に向けた学校体制づくりについての指導・助言を行う。
・主体的・対話的で深い学びの授業づくりや若年教員の育成に関わる重点指導を
行う。

指定校訪問 ９校×30回＝270回（６名）
要支援訪問 15校×30回＝450回（６名）
小学校外国語訪問 39校×２回＝78回（２名）

計798回（小６名，英２名）

拡充「授業づくり講座」拠点校
４校

・算数３校 他
・主体的・対話的で深い学び１校
齊藤一弥学力向上総括専門官

・授業力向上を研究する小学校を対象に教材研究や授業研究を進めるための訪問
指導を行う。

・教材分析・授業公開・事後研究を１サイクルとする。

３校×３回×４講座＝48回＋１全体会
１校×３回×６講座＝18回＋１全体会

計68回（３名）

継続「学校図書館を活用した『読
み』を鍛える拠点校指定」 ２校
※「授業づくり講座」国語推進校を兼ねる。

・言語能力，情報活用能力の育成に向けた授業づくりについての研究や授業研究
を進めるための訪問指導を行う。

・「読み」を鍛える資料等の有効な活用について指導・助言を行う。

２校×30回＝60回（2名）

中
学
校

拡充「中学校教科のタテ持ち」
16校

・教科会の充実に向け，教員同士が教え合い，切磋琢磨するシステムを構築する。
また，授業力を高めるための計画的，定期的な訪問指導を行う。

国語・数学 16校×36回＝576回（５名）
外国語 16校×24回＝384回（２名）
※社会・理科 16校×３回＝48回

計960回（７名）

新規「組織力講座」拠点校 ３校 ・組織マネジメント力の強化に向け，教科主任会，教科会等に対して，訪問指導
を行う。

３校×３回×３講座＝27回（２名）

拡充「授業づくり講座」拠点校
４校

・数学３校 他
齊藤一弥学力向上総括専門官

・授業力向上を研究する中学校の教科会等を対象に教材研究や授業研究を進める
ための訪問指導を行う。

・教材分析・授業公開・事後研究を１サイクルとする。

３校×３回×４講座＝36回＋２全体会
計38回（2名）

継続「学校図書館を活用した『読
み』を鍛える拠点校指定」 １校
※「授業づくり講座」国語推進校を兼ねる。

・言語能力，情報活用能力の育成に向けた授業づくりについての研究や授業研究
を進めるための訪問指導を行う。

・「読み」を鍛える資料等の有効な活用について指導・助言を行う。

１校×40回＝40回（2名）

※H31「授業づくり講座」には，国語・外国語・道徳が拡充される。また，中学校の組織力強化に向け，新たに「教科間連携」の枠に鏡中，行川学園，土佐山学舎が位置付けられることから，訪問要請の増加
が見込まれる。さらに，上記訪問以外にも，学力調査分析及び校内研修等への要請訪問が見込まれる。

中：指導主事が授業を参観し，教科会において指導助言を行う。

小：指導主事が授業を参観し，学年会等において指導助言を行う。

スタート

３ 学力向上推進室の活動の展望（イメージ）

中：英語を新規で追加するとともに，数学の体制を強化。指導主事

が定期的に学校を訪問して，授業や教科会を参観し，直接教員に対

して指導を行う。主幹教諭も指導主事訪問に同席することを通して，
やがては主幹教諭が全教科に対して指導できるようにしていく。
小：指導主事が授業を参観し，学年会等において指導助言を行う。
メンター制によるOJTや近隣の学校の授業づくり講座に参加し
て授業を磨くシステムを整える。

継続と改善

中：主幹教諭が授業力向上について指導する。
小：メンター制によるOJTや近隣の学校の授業づくり講座に参加
して授業力を磨く。

発展

自校の教科会や近隣の学校の教科会，また，授業づくり講座に参加

して自立的に授業力向上を図っていけるようにする。

２ H31訪問内容予定 案
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